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(164号の内容〉
塞年頭のご挨拶

警第46回福島県生活衛生大会が開催されました

華受賞おめでとうございます

菫福島県食品生活衛生課からのお知らせ

「ノロウイルス食中毒の予防を徹底しましょう」

妻クリーニング師研修・業務従事者講習を実施

拳生衛組合活性化塾を開催しました

皇経営特別相談員研修会を開催しました

=日本公庫の「生活衛生改善貸付」を活用しよう 1

～請戸漁港出初式 (浪江町)～

ふくしまプライドで逆境を未り越え、

ふくしまを『希望の地』ヘ

福島県知事 内堀 雅雄

年頭のご挨拶

(公財)福島県生活衛生営業指導センター

理事長 菅野  豊

謹
ん
で
新
年
の
御
挨
拶
を
中
し
上
げ
ま
す
。

生
活
衛
生
関
係
営
業
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
経
営
の
健
全
化
や
衛
生
水
準
の
維
持

向
上
は
も
と
よ
り
、
県
民
に
安
心
で
快
適
な

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
こ

と
に
、
改
め
て
敬
意
を
表
し
ま
す
ｃ

福
島
県
は
、
未
曾
有
の
複
合
災
害
か
ら
の
復

興
は
も
と
よ
り
、
度
重
な
る
自
然
災
害
か
ら
の

復
旧
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防

止
、
さ
ら
に
は
原
油
価
格

・
物
価
高
騰

へ
の
対

応
な
ど
、
幾
多
の
困
難
な
課
題
を
抱
え
て
お
り

ま
す
。
そ
う
し
た
中
で
、
挑
戦
を
絶
え
ず

「
シ
ン
カ

（進
化

・
深
化

・
新
化
）
」
さ
せ
な
が
ら
、
様
々

な
逆
境
を
乗
り
越
え
る
こ
と
に
よ
り
、
「
ふ
く

し
ま
プ
ラ
イ
ド
。
」
を
更
に
光
り
輝
か
せ
て
い

く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
．

ま
ず
、
震
災
と
原
発
事
故
か
ら
の
復
興

・
再

生
に
つ
き
ま
し
て
は
、
復
興
の
状
況
に
応
じ
た

被
災
者
の
生
活
再
建
や
事
業

・
生
業
の
再
生
、

帰
還
環
境

の
整
備
な
ど
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
廃
炉
を
始
め
処
理
水
対
策
や
、
風
評
の
払

拭
と
風
化
の
防
止
な
ど
、
様
々
な
課
題
に
全
庁

一
九
と
な

っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
農
林
水
産
業
や
商
工
業
、
観
光
業
な

ど
、
既
存
産
業
の
振
興
は
も
と
よ
り
、
新
産
業

の
創
出

・
集
積
等
を
通
じ
て
、
若
者
の
県
内
定

着

・
還
流
や
魅
力
あ
る
雇
用
の
場
づ
く
り
な
ど

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
新
型
感
染
症
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引

き
続
き
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
感
染

拡
大
の
防
止
と
確
実
な
医
療
の
提
供
に

対
し
て
は
、
需
要
喚
起
策
や

よ
り
、
生
活
の
安
定
と
経
済
の
維
持

・

図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
収
組
を
含
め
、
県
の

掲
げ
た
日
標
を

一
つ
一
つ
着
実
に

望
の
地
」
、
さ
ら
に
は

「復
興
の
地
」

ヘ

と

い
た
し
ま
す
ｃ

が
ら
、
福
島
の
定
義
を

「被
災
の
地
」
か
ら

え
る
べ
く
、
全
力
で
福
島
の
未
来
を
切
り

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
、　
一
層

結
び
に
、
公
益
財

営
業
指
導
セ
ン
タ
ー
及
び
生

者
の
皆
様
の
益
々
の
御
活
躍
と
御
健
勝

ら
お
祈
り
中
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年

支
援
、
御
協
力
を
お
願
い
中
し
上
げ
ま
す
。

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
．

皆
様
方
に
は
、
日
頃
よ
り
当
指
導
セ
ン
タ
ー

の
事
業
運
営
に
格
別
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜

り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
２
年
の
年
明
け
か
ら
国
内
に
感
染
が
広

ま

っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
も
、
増
加
と
減

少
を
繰
り
返
し
既
に
第
８
波
に
入

っ
て
い
る
と

も
言
わ
れ
て
い
ま
す
．
こ
の
間
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
も
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
次
々
と
変
異
を

繰
り
返
す
ウ
イ
ル
ス
の
特
性
も
あ

っ
て
終
息
に

は
ま
だ
ま
だ
時
間
が
か
か
る
と
の
予
想
も
あ
り

ま
す
．
仮
に
終
息
し
た
と
し
て
も
当
分
の
間
は

か
つ
て
の
よ
う
な
客
足
や
収
益
を
取
り
戻
す
こ

と
は
難
し
い
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
は
昨
年
か
ら
続

い
て
い
る
円
安
に
加

え
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
の
影
響
に
よ
る
農
産
物

や
原
油
価
格
そ
れ
に
電
力
料
金
等
の
高
騰
が
続

き
、
我
々
生
活
衛
生
営
業
者
に
と

っ
て
は
、
大

変
厳
し
い
状
況
下
で
の
経
営
を
強
い
ら
れ
て
い

る
状
況
に
あ
り
ま
す
ｃ

こ
の
た
め
当
指
導
セ
ン
タ
ー
と
い
た
し
ま
し

て
は
県
や
市
を
始
め
と
し
て
日
本
政
策
金
融
公

庫
な
ど
の
関
係
機
関
と

の
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
引
き
続
き
生
衛
業
の
皆
様
方
を
支
援
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
思

っ
て
お
り
ま
す

．

さ
て
、
今
年
は

「癸
卯

（み
ず
の
と
・う
二
、

「
癸
」
は
―
千
の
１０
番
目
、
生
命
の
循
環
で
一面

え
ば
最
後
に
位
置
し
、
次
の
生
命
を
育
む
準
備

が
完
了
し
た
状
態
を
表
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す

　

一
方
、
「卯
」
は
十
二
支
の
４
番
目
で
、

草
木
が
地
面
を
覆
う
よ
う
に
な

っ
た
状
態
を
表

し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り

「
癸

卯
」
は
、
「寒
気
が
緩
み
、
一明
芽
を
促
す
」
、
厳

冬
が
去
り
春
の
兆
し
が
訪
れ
た
こ
と
を
表
し
て

い
る
、
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
数
年
新
型

コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
翻
弄
さ
れ
、
物
価
高
騰
や
急

激
な
円
安
に
よ
り
大
き
な
落
ち
込
み
を
見
せ
た

我
が
国
経
済
で
す
が
、
「
癸
卵
」
年
を
迎
え
て
、

こ
れ
ま
で
低
迷
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
経
済

や
国
民
生
活
が
新
た
な
活
気
を
取
り
戻
し
て
い

く
で
あ
ろ
う
こ
と
に
期
待
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
．

結
び
に
、
皆
様
方
の
益
々
の
ご
繁
栄
と
ご
健

勝
を
お
祈
り

い
た
し
ま
し
て
、
年
頭
に
当
た

っ

て
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
．

■′‐

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
物
価
高
騰
等
に
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明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

本
年
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

（公
財
）
福
島
県
生
活
衛
生
営
業
指
導
セ
ン
タ
ー

理
事
長
　
菅
　
野
　
　
　
豊

福
島
県
興
行
生
活
衛
生
同
業
組
合

理
事
長
　
阿
　
部
　
泰
　
宏

福
島
県
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
生
活
衛
生
同
業
組
合

理
事
長
　
芳
賀
沼
　
栄
　

一

福
島
県
理
容
生
活
衛
生
同
業
組
合

理
事
長
　
村
　
上
　
良
　
明

福
島
県
美
容
業
生
活
衛
生
同
業
組
合

理
事
長
　
五
十
嵐
　
康
　
之

福
島
県
公
衆
浴
場
業
生
活
衛
生
同
業
組
合

理
事
長
　
一膝
　
原
　
榮
　
一
一

福
島
県
旅
館
ホ
テ
ル
生
活
衛
生
同
業
組
合

理
事
長
　
小
井
戸
　
英
　
曲
（

福
島
県
飲
食
業
生
活
衛
生
同
業
組
合

理
事
長
　
紺
　
野
　
和
　
博

福
島
県
食
肉
生
活
衛
生
同
業
組
合

理
事
長

秋

元

幸

一

福
島
県
す
し
商
生
活
衛
生
同
業
組
合

理
事
長

根

本

誠
三
郎

福
島
県
社
交
飲
食
業
生
活
衛
生
同
業
組
合

理
事
長
　
鈴
　
木
　
悦
　
朗

福
島
県
喫
茶
飲
食
生
活
衛
生
同
業
組
合

理
事
長
　
塩
　
　
　
昭
　
信

福
島
県
中
華
飲
食
業
生
活
衛
生
同
業
組
合

理
事
長
　
日
比
野
　
恒
　
夫

黎
褥
鰈

硫
辣
楔
霙
饉
憫
伶
戌
骰
仄

鼈
甕
隆
橙
核
骰
饂

令
和
４
年
１１
月
２８
日
、
福
島
市
の

「
コ

ラ
ッ
セ
ふ
く
し
ま
」
に
お
い
て
福
島
県
生

活
衛
生
大
会
が
開
催
さ
れ
、
優
良
施
設
や

功
労
者
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
県
の
囲
分
保
健
福
祉
部
長
か

ら
県
知
事
賞
が
授
与
さ
れ
た
ほ
か
、
生
活

衛
生
同
業
組
合
連
絡
協
議
会
長
表
彰
も
行

わ
れ
、
受
賞
者
を

代
表
し
て
株
式
会

社
白
洗
舎

山
岸

芳
夫
代
表
取
締
役

が
謝
辞
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

長
年
に
わ
た
り
生
活
衛
生
営
業
の
振
興

と
業
界
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
、
生
活
衛
生

営
業
施
設
の
衛
生
対
策
に
取
り
組
ん
で
こ

ら
れ
た
方
々
が
、
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。
（令
和
四
年
中
の
受
賞
、
敬
称
略
）

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
　
生
活
衛
生
功
労
者

芳
賀
沼
栄

一　
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
（南
会
津
町
）

村
上
　
良
明
　
理
　
容
　
　
（郡
山
市
）

秋
元
　
幸

一　
食
　
肉
　
　
（白
河
市
）

厚
生
労
働
省
医
薬

。
生
活
衛
生
局
長
表
彰

高
橋
　
朋
幸
　
理
　
容
（会
津
若
松
市
）

渡
邊
　
賢
治
　
旅
館
ホ
テ
ル
（郡
山
市
）

浅
川
　
美
子
　
社
交
飲
食
業
（会
津
若
松
市
）

（一社
）全
国
生
同
組
合
中
央
会
理
事
長
表
彰

加
藤
　
一
男
　
食
　
肉
　
　
（本
宮
市
）

古
川
八
重
子
　
理
　
容
　
　
（郡
山
市
）

（一社
）全
国
生
同
組
合
中
央
会
理
事
長
感
謝
状

渡
部
　
英

一　

旅
館
ホ
テ
ル（猪
苗
代
町
）

五
十
嵐
淳

一　
食
　
肉
　
　
（福
島
市
）

鳩
原
　
岩
男
　
社
交
飲
食
業

・
‐　
　
　
　
　
　
　
　
（二
本
松
市
）

福
島
県
生
活
衛
生
優
良
施‐
設
知
事
賞
●
●
■

理
容
キ
ラ
ク
　
　
　
　
　
　
　
（本
宮
市
γ

キ
ラ
ク
美
容
室
　

　

　

　

（本
宮
市
）

理
容
古
市
　
　
　
　
　
　
　
　
（矢
祭
町
）

ヘ
ア
ー
サ
ロ
ン
君
　
　
　
　
（喜
多
方
ｉ
）

ビ
ッ
グ
美
容
室
　
　
　
　
　
（猪
苗
代
町
）

株
式
会
社
北
洋
舎
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
（南
相
馬
市
）

白
洗
舎
工
場
　
　
　
　
　
　
　
（福
島
市
）

福
島
県
生
活
衛
生
同
業
組
合
連
絡
協
議
会
長
表
彰

・
生
活
衛
生
関
係
営
業
功
労
者

【ク
リ
ー
一ン
グ
】

加
藤
　
行
郎
　
（福
島
市
）

【理
　
　
容
】

下
宮
　
　
聡
（
い
わ
き
市
）

角
田
　
耕
作
（
い
わ
き
市
）

【美

容

業
】

佐
久
間
京
子
　
（田
村
市
）

佐
瀬
　
重
子（会
津
坂
下
町
）

【旅
館
ホ
テ
ル
】

檜
澤
　
久
子
（喜
多
方
市
）

管
野
　
正
三
一

（相
馬
市
）

【食
　
　
肉
】

伊
藤
　
　
守
　
（棚
倉
町
）

【社
交
飲
食
業
】

木
幡
　
睦
人
　
（伊
達
市
）

高
橋
　
　
宣
（

（福
島
市
）

・
生
活
衛
生
関
係
営
業
優
良
施
設

【理
　
　
容
】

ヘ
ア
ー
サ
ロ
ン
フ
ジ
タ

（会
津
若
松
市
）

髪

一
　

　

（南
相
馬
市
）

〓
”
一『
∽
Ｆ
Ｏ
も
庁
①
】（い
わ
き
市
）

【美

容

業
】

国
＞
男

∽
＞
ｒ
ｏ
Ｚ
欅
（自
河
市
）

ビ
ュ
ー
テ
イ
ー
サ
ロ
ン
髪

ゆ
う
　
　
　
（
い
わ
き
市
）

【旅
館
ホ
テ
ル
】

瀞
流
の
宿
か
わ
ち
　

．
一
一

（柳
津
■
γ
一

鶴
亀
荘
　
　
　
（金

‐‐―
―Ｉ
Ｗ
Ｙ

【社
交
飲
食
業
】
鈴
乃
紀

・公
ム津‐若
松
市
）

おのでとう

めざLヽ議す

|||||=
|||

米

・
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以前の食中毒は夏季に発生件数が増力Bする傾向にありましたが、近年では、年間を通して平均的に発生し
ています。また、冬季は食中毒発生件数に占める割合のうち、ノロウイルスを病因物質とする食中毒の割合
が高まる傾向があります。ノロウイルスによる食中毒は、 1事件あたりの患者数が多く、大規模食中毒にな
りやすい特徴があることからも、食品を取り扱う施設において、冬季におけるノロウイルス食中毒予防及び
感染拡大防止に係る対策は非常に重要です。
ノロウイルスの特徴と予防のポイントを正しく理解し、発生・拡大の予防に努めましょう。

【過去3年間のノロウイルス食中毒の発生状況 (全国)】

発生年 事件数 患者数
1事件あたりの
感染者数

4,733人 66人令和 3年 ア2件

令和 2年 99件 3,660人 3ア人

令和元年 212件 6,889人 32人

【ノロウイルスの特徴】
・ 少量のウイルスでも感染する。

・ 適切な加熱で失活する。

・ アルコールに抵抗性があり、効果が得られにくい。

【ノロウイルス食中毒予防のポイント】
HA⊂CPに沿つた衛生管理の徹底、必要に応じた計画の見直し、従業員等への周矢□啓発に努めましょう。
特に次のポイントに心がけましよう。

0 調理従事者はノロウイルスに感染しないために、日ごろから手洗いを励行し、自らはもちろん、家族
の健康状態にも注意し、下痢やおう吐などの胃腸炎症状がある場合には、食品を直接取り扱う作業は行
わない。

② トイレの後や調理前など、適切なタイミングで手を洗い、また、必ず液体石けんを使用し、丁寧に行
う (2度洗いすることで洗浄効果が高まる)。
③ 調理器具などは、洗剤で十分洗浄し、熱湯や次亜塩素酸ナトリウムで消毒する。
④ 力]熱して食べる食品は、中心部まで十分に加熱する (中心温度85～90℃で90秒間以上が目安)。
【感染拡大防止のポイント】
ノロウイルスの予防には、日常的な環境整備と感染が疑われる場合の適切な対処が重要です。特に次のポ
イントに心がけましょう。

① ドアノブや水道の蛇□など多くの人が触れる場所は、日常的に清掃・消毒を行う。
② ノロウイルスは、乾燥すると空気中を漂い、□に入って感染することもあるため、感染した人のおう
吐物などを処理する際は、使い捨てマスク・エプロン・手袋などを着用し、ペーパータオルなどで拭き
取つた後に次亜塩素酸ナトリウムで消毒を行う。

☆詳しくは、最寄りの保健福祉事務所 (保健所)にお問い合わせください。
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令和 4年 10月 18日因福島県農業総合センターに
おいて生衛組合活性化塾を開催しました。

生衛組合活性化塾は、各生活衛生同業組合 (以

下「生衛組合」という。)の将来を担う若手組合員
やリーダー等の確保・育成を図り、生衛組合の組

織強化及び組合活動の活性化等に資することを趣

旨としており、当指導センター大島事務局長から
「生衛法の成り立ち」、「生衛組合の必要性」及び「他

都道府県生衛組合における生衛組合活性化活動事

例」等について情報提供を行い、これからの組合活動について考える機会となりました。

また、日本政策金融公庫郡山支店、佐藤和樹融資第 2課長より生衛業者を支援する公庫融資について
ご説明いただきました。

令和4年 12月 6日ωホテル福島グリーンパレスにおいて経営特別相談員研修会を開催しました。
次の内容で各講師からご講演いただきました。桑原講師からは組合員を増やすためのさまざまな活動

事例をご紹介いただくなど、参加された方から大変参考になったというご意見が多く寄せられました。

1 生衛 (衛経)融資の意義とその活用
(公財)全国生活衛生営業指導センター

研究員  石井 政美 氏
2 売り上げアップにつながる施策と各種メディア活用法
東京販促/実践研究所

所 長  安達 昌人 氏
3 全国各地の生衛組合活性化への取り組み
～生衛組合活動等の注目事例～

(公財)全国生活衛生営業指導センター

研究員  桑原 廣美 氏
4 生産性 &効率アップマニュアルの活用
(公財)福島県生活衛生営業指導センター

事務局長 大島 正敏

磋颯瘍 辣

る

る従糞量が

返 済 期 間

利  率 (年 )

設備資金 10年以内 (うち据置期間 2年以内)
運転資金  7年以内 (うち据置期間 1年以内)

生活衛生同業組合等の長の推薦
X2が
必要になります。

融資 限度 額

無担保・無保証人

特別利率 F※
1

2,000万円

担保・保証人

そ  の  他

して 6ヶ露


